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新年度のスタートです 
新年度がスタートしました。思斉館のまわりには春の花が咲き誇り、新学年になり、やる気いっぱい

の表情で登校してきた子どもたちを温かく応援しているようです。 
今年度の思斉館中学部は、４月１１日（木）の入学式で７２名の新入生を迎え、全校生徒２１０名で

のスタートとなります。生徒一人一人が、夢や目標をもち、自分のよさや可能性を発揮し、多くの幸せ
や喜びを感じることができるよう、教職員一同一丸となって教育活動に邁進してまいります。 
 

赴任の挨拶 
４月から思斉館中学部の校長として赴任しました、馬場﨑 壮彦（ばばさき たけひこ）です。この

歴史と伝統のある久保田の地で、地域の温もり溢れる本校に勤務することができ、うれしい気持ちとと
もに身の引き締まる思いです。この学校だよりで、学校の出来事や子どもたちが頑張っている様子など
を伝え、ご家庭や地域との連携を図っていきたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願いします。 
 

次の職員の異動がありました 
 転出された先生方におかれましては、在任中、大変お世話になりました。今後も思斉館中学部を温か
く見守っていただければと思います。 
また、私たち転入した職員一同、伝統ある思斉館中学部で勤務できることを誇りに思い、生徒一人一

人の健やかな成長に力を尽くしてまいります。 

 

赴任式・始業式を行いました 
赴任式では、８、９年生の生徒たちは、新しく思斉館中学部に赴任した職員を温かい拍手で迎えまし

た。話を聞く態度もとても立派でした。うれしい気持ちとともに、子どもたちのためにしっかりと取り
組んでいきたいという決意を新たにしたところです。 
始業式では、思斉館中学部の生徒一人一人が、「早く明日にならないかな、学校に行きたいな」と思え

るような学校、「自分のよさや可能性を伸ばし、発揮する」学校にするために、次の３つのことを、頑張
ったり守ったりしてほしいと話をしました。 
○ 夢や目標をもち、それに向かって努力すること 

得意なこと、新しいこと、苦手なことにも、「こんなことをがんばろう」ということを見つけて、
努力し続けてください。 
自分の夢や目標に向かって頑張るためには、授業などでも先生や友だちの話をよくきいて、自分

で考え、行動することが大切です。 
夢や目標に向かって努力し続けるために、「先生や友だちの話をきく力」、「自分自身でしっかりと

考える力」、「苦手なことにも粘り強く取り組む力」を身に付けましょう。 
○ いのちを大切にすること 

皆さんは、お家の方、地域の方、そして先生たちの宝物です。たった一つのいのちを大切にしま
しょう。安全を第一に、学校で過ごすときも、登下校の時など学校の外でも、ルールを守って元気
に過ごしましょう。 

○ 思いやる心（自分以外の人の考えや気持ちを理解する力）を養うこと 
自分のいのちだけではなく、みんなのいのちを大切にする優しい人になってほしいと思います。

思いやりの心をもって、同じ学級の友だちはもちろんのこと、上級生、下級生にも接していってく
ださい。 
新しい一年のスタートです。先生方は、皆さん一人一人をいつも見守り、支えていきます。 

転出職員  転入職員 
職名 氏名 転出先等  職名 氏 名 前任校等 
校長 宮地 浩幸 佐賀市立城北中学校  校長 馬場﨑壮彦 武雄市立北方中学校 

指導教諭 西山 裕子 佐賀市立大和中学校  教諭 牛島 英里 佐賀市立北山中学校 
教諭 坂田 翔剛 上峰町立上峰中学校  教諭 田中 達也 佐賀大学附属中学校 
教諭 竹下 就一 佐賀県立彩志学舎中学校  教諭 辻 佳代子 佐賀市立城東中学校 
教諭 久富 卓己 退職  教諭 松本 悠希 新規採用 
教諭 東島  功 佐賀市立城南中学校  教諭 今村 慎二 新規採用 
教諭 五反田 進 佐賀市立昭栄中学校  教諭 山下洋之輔 佐賀市立城北中学校 
講師 中溝 貴之 佐賀市立昭栄中学校  学校事務職員 酒見 美加 新規採用 

学校事務職員 諸富 志穂 佐賀市立西川副小学校  図書館職員 味志彩也香 佐賀市立南川副小学校 
図書館職員 德永 房幹 退職     

思斉館中学部だより 
～「見賢思斉」の精神でたくましく未来を切り拓く 
                  児童生徒の育成～ 

【学校教育目標】「見賢思斉」の精神でたくましく未来を切り拓く児童生徒の育成 
生徒一人一人が、「見賢思斉」の精神を大切にして、自分のよさや可能性を見つけ、伸ばし、夢や目標の実現に向かって 
一歩一歩踏み出すための力（生きる力）を育んでいきます。 


